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下のヤマダホームズといった大型事業者への送客も開始している。 
 
21 年 10 月にはリフォーム業者検索サイトを運営するマッチングジャ

パン（東京都町田市）と資本業務提携した。この提携により、ドアー

ズが運営する「外装塗装の窓口」とマッチングジャパンが運営する「家

仲間コム」での相互送客や、双方の会員データを活用した新規事業の

開発などに取り組む考えを示している。 
 
また、21 年 7 月には地方自治体や地方企業の DX 化支援やふるさと納

税のプラットフォーム運営を行うチェンジ（3962 東証一部）と資本業

務提携している。チェンジは、全国の地方自治体 1,788 のうち約 90%
の 1,600 自治体との取引があり、ポートは地方自治体を「キャリアパー

ク！」及び「就活会議」の会員の送客先とすることで、送客ボリュー

ムの拡大を図る考えである。 
 
尚、同社は新電力への切り替えに際して見積もりや取次業務を代行す

るマッチングメディア「エネチョイス」などを運営する INE（東京都

豊島区）を 22 年 1 月 4 日付けで子会社化する予定である。当面は、同

社のリフォーム領域の顧客基盤を活かした事業展開を進め、中期的に

は就職領域の会員が新社会人となって独立する際に、使用する電力に

太陽光等の新電力を使用するプランを提案するなど、領域間の連携に

よる相互送客を進める考えである。 
 
 
◆ 22 年 3 月期の業績予想 

22/3 期の会社計画は、売上収益が 7,000～7,500 百万円（21/3 期の売上

高 4,704 百万円）、営業利益が 550～700 百万円（21/3 期は 66 百万円の

損失）、税引前利益が 550～700 百万円（同 62 百万円の損失）、親会社

の所有者に帰属する当期利益が400～500百万円（同52百万円の損失）

である（図表 7）。 
 
同社は、上期実績を踏まえ、売上高の予想レンジは変更せず利益予想

レンジの下限を前回予想から引き上げている（期初予想は営業利益が

400～700 百万円、税引前利益が 400～700 百万円、親会社の所有者に

帰属する当期利益が 300～500 百万円）。 
 
 
 
 
 
 
 

＞ 業績予想 
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領域別の売上計画については、就職領域が 2,516～2,572 百万円、カー

ドローン領域が 2,323～2,500 百万円としている。上期の進捗率は、就

職領域が 37.6～38.4%、カードローン領域が 42.8～46.1%である。リフ

ォーム領域は1,446～1,621百万円を見込んでおり、上期の進捗率が32.9
～36.9%と低いのは、下期においてヤマダホームズなどの大型事業者と

の業務提携の効果などで成約契約数の増加を見込んでいるためである。

その他領域は 700～825 百万円と、上限で 21/3 期を若干上回る程度を

見込んでおり、進捗率は 41.3～48.7%である。 
 
人員増に伴う人件費の増加、事業投資に係る費用の増加を売上増で吸

収し、営業黒字に転換する計画となっている。 
 
同社は、成長重視の投資を優先するという判断から、内部留保を優先

して無配を継続してきたが、22/3 期の配当予想については未定として

いる。 
 
◆ 証券リサーチセンターの業績予想 
証券リサーチセンター（以下、当センター）では、上期実績及び同社

の取り組みを踏まえ 22/3 期の利益予想を会社計画レンジの下限並みに

増額修正した。売上収益については前回予想通り前期比 48.9%増の

7,005 百万円、営業利益は前回予想 390 百万円から 550 百万円、税引前

利益は同 390 百万円から 550 百万円、親会社の所有者に帰属する当期

【 図表 7 】22 年 3 月期の会社計画                   （単位：百万円） 

（注）リフォーム領域は 21/3 期実績が 8 カ月間であるため前期比の記載なし 
（出所）ポート決算短信、決算説明資料より証券リサーチセンター作成 

19/3期（単） 20/3期（単） 21/3期（連） 22/3期（連）

実績 実績 実績 会社計画 前期比

売上収益（21/3期まで売上高） 3,039 4,103 4,704 7,000～7,500 48.8～59.4%
　就職領域（20/3期までキャリア領域） 1,883 2,208 1,471 2,516～2,572 71.0～74.8%
　カードローン領域（同ファイナンス領域） 1,128 1,744 1,743 2,323～2,500 33.3～43.4%
　リフォーム領域 － － 688 1,446～1,621 －
　その他領域 26 150 801 700～825 -12.6～3.0%
売上総利益 2,435 3,252 3,754 － －

売上総利益率 80.1% 79.3% 79.8% － －
営業利益 542 699 -66 550～700 －

営業利益率 17.8% 17.1% － － －
税引前利益（21/3期まで経常利益） 517 708 -62 550～700 －

税引前利益率 17.0% 17.3% － － －

親会社の所有者に帰属する当期利益（21/3期ま
で親会社株主に帰属する当期純利益）

549 382 -52 400～500 －
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利益は同 261 百万円から 374 百万円へと修正した（図表 8）。利益予想

の修正要因は、前回より粗利益率と販管費率の改善を見込んだためで

ある。尚、22/3 期第 4 四半期から連結化が予定されている INE の影響

については今回の予想に織り込んでいない。 
 
当センターでは、業績予想を策定する上で、以下の想定をした。 
 
就職領域の下期の売上収益は 1,536 百万円（前年同期比 76.3%増）、通

期では 2,502 百万円（前期比 70.1%増）と予想した。首都圏における就

職フェアや会社説明会などが 21/3 期より大幅に増加していること、営

業担当を増員して地方案件の開拓を進めていることなどが送客数の増

加に寄与すると考えている。 
 
カードローン領域の下期の売上収益は 1,232 百万円（前年同期比 13.4%
増）、通期の売上収益は 2,303 百万円（前期比 32.1%増）と予想した。

金融事業者などと共同で運営する情報サイトが増加していることが送

客数の増加に寄与すると想定している。 
 
リフォーム領域は、加盟施工業者の増加が寄与して下期の売上収益は

866 百万円（前年同期比 68.1%増）、通期の売上収益は 1,400 百万円（21/3
期は 8 カ月間で 688 百万円）、その他領域の下期の売上収益は 459 百万

円（前年同期比 17.9%増）通期ではほぼ 21/3 期並みの 800 百万円と予

想した。 
 
売上総利益率は、上期の 78.7%に対して下期は増収による原価に含ま

れるキャリアアドバイザー等に関する労務費やの負担低減により

83.4%、通期では前回予想の 80.1%から 81.4 %への改善を予想する。 
 
販管費は、上期の 75.7%に対して、下期は増収効果で 73.9%、通期では

前回予想の 74.5%から 73.5%への改善を予想する。期末従業員数は 21/3
期末より 30 名増加の 247 名とし、これに伴い人件費（給料及び手当）

は 21/3 期より 160 百万円増加の 784 百万円を予想した。広告宣伝費は

21/3 期より 439 百万円増加の 2,521 百万円と予想した。 
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◆ 証券リサーチセンターの中期業績予想 
当センターでは、積極的な広告宣伝や事業提携などの効果で送客数が

大幅に増加していることを踏まえて 23/3 期及び 24/3 期の売上収益予

想を上方修正し、それに伴い売上総利益率、販管費率とも前回より改

善を見込んで利益予想についても上方修正した。23/3 期の売上収益は

前期比 21.8%増の 8,533 百万円、営業利益は同 27.3%増の 700 百万円、

24/3 期の売上収益は同 14.3%増の 9,750 百万円、営業利益は同 18.6%増

の 830 百万円と予想する。 
 
売上収益については、23/3 期の就職領域の送客件数は前期比 29.3%の

増加、単価は同 4.5%の上昇、24/3 期の送客件数は同 18.2%の増加、単

価は同 2.0%の上昇、カードローン領域の申込件数は 23/3期が同 16.1%、

【 図表 8 】証券リサーチセンターの業績予想 （損益計算書）         （単位：百万円） 

（注）CE：会社予想 E：証券リサーチセンター予想、22/3 期から IFRS 基準を適用 
（出所）ポート決算短信、決算説明資料を基に証券リサーチセンター作成 

＞ 中期業績予想 

◇上期、下期別の実績と予想
20/3 21/3 22/3E 23/3E 24/3E

　　売上収益　　　　　　　上期 百万円 1,802 1,841 2,914 4,100 4,500
　　　　　　　　　　　　　下期 百万円 2,301 2,863 4,091 4,433 5,250
　　営業利益　　　　　　　上期 百万円 298 41 123 250 290
　　　　　　　　　　　　　下期 百万円 401 -107 427 450 540

　　営業利益率　　　　　　上期 ％ 16.5 2.2 4.2 6.1 6.4
　　　　　　　　　　　　　下期 ％ 17.4 -3.7 10.4 10.2 10.3

20/3（単） 21/3（連） 22/3CE（連）
22/3E

（前回）
22/3E（連）

23/3E
（前回）

23/3E（連）
24/3E

（前回）
24/3E（連）

損益計算書
売上収益（21/3期までは売上高） 4,103 4,704 7,000～7,500 7,005 7,005 7,983 8,533 8,950 9,750

前期比 35.0% 14.6% 48.8～59.4% 48.9% 48.9% 14.0% 21.8% 12.1% 14.3%
　　就職領域（20/3期までキャリア領域） 2,208 1,471 2,516～2,572 2,502 2,502 3,000 3,350 3,430 3,970
　　カードローン領域（同ファイナンス領域） 1,744 1,743 2,323～2,500 2,303 2,303 2,583 2,683 2,870 2,980
　　リフォーム領域 - 688 1,446～1,621 1,400 1,400 1,600 1,600 1,800 1,800
　　その他領域 150 801 700～825 800 800 800 900 850 1,000

売上総利益 3,252 3,754 - 5,611 5,702 6,410 6,962 7,195 7,975
前期比 33.6% 15.4% - 49.5% 51.9% 14.2% 22.1% 12.2% 14.6%

売上総利益率 79.3% 79.8% - 80.1% 81.4% 80.3% 81.6% 80.4% 81.8%
販売費及び一般管理費 2,552 3,821 - 5,221 5,152 5,910 6,262 6,575 7,145

販管費率 62.2% 81.2% - 74.5% 73.5% 74.0% 73.4% 73.5% 73.3%
営業利益 699 -66 550～700 390 550 500 700 620 830

前期比 29.0% - - - - 28.2% 27.3% 24.0% 18.6%
営業利益率 17.1% - - 5.6% 7.9% 6.3% 8.2% 6.9% 8.5%

税引前利益（21/3期までは経常利益） 708 -62 550～700 390 550 500 700 620 830
前期比 36.9% - - - - 28.2% 27.3% 24.0% 18.6%

経常利益率 17.3% - - 5.6% 7.9% 6.3% 8.2% 6.9% 8.5%
親会社の所有者に帰属する当期利益 382 -52 400～500 261 374 335 469 415 556
（21/3期までは親会社株主に帰属する当期純利益）   前期比 -30.3% - - - - 28.4% 25.4% 23.9% 18.6%
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24/3 期が同 11.0%の増加、単価はほほ横ばいが継続すると想定して算

出した。リフォーム領域については、送客数は前期比 12.5～14.3%の増

加、単価は横ばいが続くと予想した。 
 
売上総利益率は、増収による固定費負担の低下により 23/3 期、24/3 期

ともに前期比 0.2%の改善を予想した。 
 
販管費率については、広告宣伝費及び人件費の増加を売上増で吸収し

て 23/3 期、24/3 期ともに同 0.1%ポイントの改善を予想した。期末従業

員数は 30 名ずつ増加し、それに伴い人件費（給料及び手当）は毎期 160
百万円程度の増加、広告宣伝費は 23/3 期が 2,815 百万円、24/3 期が

3,120 百万円と予想した。 
 

 

◆ システムの安定性について 
同社の運営するメディアはシステム負荷の高いサービスであるため、

システムの安定的な稼働が必要不可欠である。しかし、人為的なミス

や通信ネットワーク機器の故障、アクセス数の急激な増大、コンピュ

ーターウィルスや自然災害等によるシステム障害が発生した場合には

事業運営に影響が出る可能性がある。 
 

◆ 個人情報の管理について 

同社は、Web サイト利用者の個人情報を保有している。個人情報保護

については、社内でのアクセス権限の設定や、システムのセキュリテ

ィ強化などを実施している。しかし、個人情報の管理に関しては一定

のリスクがつきまとうことに留意する必要がある。 
 

◆ 新型コロナウイルス感染拡大の影響について 

20 年 2 月以降に就職活動が停滞したことで、21/3 期は就職領域におけ

る会員一人当たり売上高が減少した。足元は回復傾向にあるが、再び

感染拡大による採用活動の停滞が生じた場合には、同社の業績に悪影

響を与える可能性がある。 
 
 
 
 

＞ 投資に際しての留意点 

証券リサーチセンターでは、同社を対象とするレポート発信を 18 年 12 月 28 日より開始 
いたしました。 
新興市場に新規上場した企業を中心に紹介していくという当センターの設立趣旨に則り、 
同社についてのレポート発信は、今回を以て終了とさせていただきます。 



 

証券リサーチセンターは、株式市場の活性化に向けて、中立的な立場から、アナリスト・カバーが不十分な企業を中心にアナリス

ト・レポートを作成し、広く一般にレポートを公開する活動を展開しております。 

※当センターのレポートは経済産業省の「価値協創のための統合的開示・対話ガイダンス」を参照しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■協賛会員 

 

株式会社東京証券取引所 SMBC日興証券株式会社 大和証券株式会社  野村證券株式会社 

みずほ証券株式会社  有限責任あずさ監査法人 EY新日本有限責任監査法人 株式会社 ICMG 

有限責任監査法人トーマツ 三優監査法人  太陽有限責任監査法人  株式会社 SBI証券 

日本証券業協会  日本証券アナリスト協会 エイチ・エス証券株式会社 いちよし証券株式会社 

監査法人 A&Aパートナーズ      宝印刷株式会社  株式会社プロネクサス 

アナリストによる証明 

本レポートに記載されたアナリストは、本レポートに記載された内容が、ここで議論された全ての証券や発行企業に

対するアナリスト個人の見解を正確に反映していることを表明します。また本レポートの執筆にあたり、アナリスト

の報酬が、直接的あるいは間接的にこのレポートで示した見解によって、現在、過去、未来にわたって一切の影響を

受けないことを保証いたします。 

 

免責事項 

・ 本レポートは、一般社団法人 証券リサーチセンターに所属する証券アナリストが、広く投資家に株式投資の参考情報として閲覧

されることを目的として作成したものであり、特定の証券又は金融商品の売買の推奨、勧誘を目的としたものではありません。 

・ 本レポートの内容・記述は、一般に入手可能な公開情報に基づき、アナリストの取材により必要な補充を加え作成されたもので

す。本レポートの作成者は、インサイダー情報の使用はもとより、当該情報を入手することも禁じられています。本レポートに

含まれる情報は、正確かつ信頼できると考えられていますが、その正確性が客観的に検証されているものではありません。また、

本レポートは投資家が必要とする全ての情報を含むことを意図したものではありません。 

・ 本レポートに含まれる情報は、金融市場や経済環境の変化等のために、最新のものではなくなる可能性があります。本レポート

内で直接又は間接的に取り上げられている株式は、株価の変動や発行体の経営・財務状況の変化、金利・為替の変動等の要因に

より、投資元本を割り込むリスクがあります。過去のパフォーマンスは将来のパフォーマンスを示唆し、または保証するもので

はありません。 

・ 本レポート内で示す見解は予告なしに変更されることがあり、一般社団法人 証券リサーチセンターは、本レポート内に含まれる

情報及び見解を更新する義務を負うものではありません。 

・ 一般社団法人 証券リサーチセンターは、投資家が本レポートを利用したこと又は本レポートに依拠したことによる直接・間接の

損失や逸失利益及び損害を含むいかなる結果についても一切責任を負いません。最終投資判断は投資家個人においてなされなけ

ればならず、投資に対する一切の責任は閲覧した投資家にあります。 

・ 本レポートの著作権は一般社団法人 証券リサーチセンターに帰属し、許可なく複製、転写、引用等を行うことを禁じます。 

証券リサーチセンターについて 

  東証、証券会社、監査法人など 

証券リサーチセンター 上場企業 投資家・マスコミなど 

独自にカバー対象企業を選定し、
取材・レポート作成 

Web サイト、スマホアプリ等を
通してレポート提供（原則、無償） 

 
協賛 

上場企業による費用負担なし 


